
「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

2
1¶
1
0
0円

に

つ
り
索
の
離
脱
装
置

１
個
に
つ
き

1
6¶
5
0
0円

」
改
め
る
。

別
表
第
二
中

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

2
0¶
4
0
0円

」

を

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

2
0¶
4
0
0円

に

つ
り
索
の
離
脱
装
置

１
個
に
つ
き

1
5¶
8
0
0円

」

改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
中

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

2
0¶
2
0
0円

」

を

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

2
0¶
2
0
0円

に

つ
り
索
の
離
脱
装
置

１
個
に
つ
き

1
5¶
7
0
0円

」

改
め
る
。

第
二
十
二
号
の
五
様
式
中
「R

A
C
K
IN

G
T
E
S
T

L
O
A
D

V
A
L
U
E

k
g
lb

」
を

「R
A
C
K
IN

G
T
E
S
T

L

O
N
E
D
O
O
R
O
F
F

�:
A
L
L
O
W

A
B
L
E

S
T
A

F
O
R

R
A
C
K
IN

G
T
E
S
T

L

O
A
D

V
A
L
U
E

k
g
lb

C
K
IN

G
M
A
S
S

1
.8
g

k
g
lb

O
A
D

V
A
L
U
E

k
g
lb

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

3
2
9¶
9
0
0
１
個
に
つ
き

1
0¶
7
0
0
」

を

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

3
2
9¶
9
0
0
１
個
に
つ
き

1
0¶
7
0
0

に

つ
り
索
の
離
脱
装
置

8
6¶
8
0
0
１
個
に
つ
き

1¶
5
5
0
」

改
め
る
。

別
表
第
一
の
二
中

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

3
2
9¶
7
0
0
１
個
に
つ
き

1
0¶
6
0
0
」

を

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

3
2
9¶
7
0
0
１
個
に
つ
き

1
0¶
6
0
0

に

つ
り
索
の
離
脱
装
置

8
6¶
7
0
0
１
個
に
つ
き

1¶
5
0
0
」

改
め
る
。

別
表
第
二
中

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

1
0¶
3
0
0
」

を

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

1
0¶
3
0
0

に

つ
り
索
の
離
脱
装
置

１
個
に
つ
き

1¶
4
5
0
」

改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
中

「
救
命
艇
又
は
救
助
艇
の
内
燃
機
関

１
個
に
つ
き

1
0¶
2
0
0
」

を
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（
船
舶
消
防
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
舶
消
防
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
六
十
八
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
六
十
八
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
見
出
し
を「（
可
燃
性
ガ
ス
検
定
器
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
除
く
。」の
下
に
「
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
オ
イ
ル
フ
エ
ン
ス
」
を
「
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
」
に
改
め
、「
一
個
の
」
を
削
り
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、「（
引
火
点
が
摂
氏
六
十
度
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
予

備
の
可
燃
性
ガ
ス
検
定
器
及
び
可
燃
性
ガ
ス
検
定
器
」
を
「
予
備
の
可
燃
性
ガ
ス
検
定
器
及
び
酸
素
濃
度
計
並
び
に

可
燃
性
ガ
ス
検
定
器
及
び
酸
素
濃
度
計
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２

液
体
貨
物
を
輸
送
す
る
タ
ン
カ
ー
、
海
洋
に
流
出
し
た
油
を
回
収
す
る
た
め
の
装
置
を
有
す
る
船
舶
及
び
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
の
展
張
の
用
に
供
す
る
船
舶
に
は
、
酸
素
濃
度
計
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
八
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

載
貨
重
量
ト
ン
数
二
万
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
に
は
、貨
物
タ
ン
ク
に
隣
接
す
る
区
画（
ポ
ン
プ
室
を
除
く
。）

に
、
機
能
等
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
固
定
式
炭
化
水
素
ガ
ス
検
知
装
置
を
備
え
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、管
海
官
庁
が
当
該
区
画
の
消
防
設
備
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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